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九州地方及び別府温泉地帯の地震概論

谷 貞 夫

九州火山帯と地震帯

九州及びその附近に費生する地震は，九州地方の火山帯と密擁な聞係があることが認め

られる。小藤博士は九P・1"地方に於ける火山帯iを共の如く三大地帯に分類して居る。卸ち加

賀の白山に源を費して西に三瓶山一青野一徳佐山を過ぎ周防より瀬戸内を越へてjL~'I"*-島

に筋を引き，大分県系園東牟島に飛んで双子山を起し，別府に延びて鶴見，由布の火山群を

築~，更に南西.に走って九重火山群を形成し，大阿蘇の活火山を噴出し，有明のj毎を距て

注金峰山，温泉岳に終る一大火山地帯を南日本内側系火山帯と名づけられた。その火山活

動束より西に進行して来たもので，或は白山火山帯とも栴ばれ，叉内 ií，~西部で之れを分離

してその西部を阿蘇火山帯とも言ふ。三河の園鳳来寺山に端を賞して紀州に進み，二上

山より四園に渡仏讃岐屋島の蓋に沿って北岸を西に内海西部で白山火山帯と交はり，北

九州を西南西に進んで肥前の火山地帯に到るものを瀬戸内系火山帯と命名されたο向事者

によっては北九州の火山帯ぞ笠山火山帯事とも稀してゐる。南西諸島蹴球から， 火山活動

の究第に北東に輩達して薩摩の開聞岳を噴出し，績いて樫島を起し，霧島火山群の琵生と

なり，阿蘇火山群に終る火山帯を霧島火山帯と命名し，九州に於ける三大火山帯の根幹と

された。阿蘇，霧島の雨火山帯は今日向ほ活動を績けて居ることは周知の事である。之等

火山帯の地質時代の生成}I国序及びその活動輪廻に闘しては，既に多くの撃者に依って調査

研究が行なはれ，詳細に護表されて居るので之れを省き，之等の火山併と闘係があ Fと想、
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像する九州地方の地震帯ζ就いて蓮ペて見る。九州地方の地震帯に於ける地震の量生服

況，その性質等に閲してはきたに譲り，茜記による地震資料，及び今日童生しつ込ある地震

の研究から，九州地方の地震笹生地帯を下記の五大地震帯に分類することが出来ると考へ

られる。此の外最近その存在の確貰であると認められる様になった深居地震の量生地帯も

存在する事が明らかになって来て居る。

( 1 ) 南日本内側系火山帯に沿ふ九州の中央部を北東より南西に走る地震帯。

(2) 霧島火山帯に沿ふ南西諸島より鹿児島湾一霧島を通り阿蘇附近に達する地震帯。

(3) 北九州を海岸に沿ひ，東北東より西南西に走る瀬戸内系火山帯じ沿ふ地震帯。

( 4 ) 日向洋より豊後水道ぞ遁り内海西部に蓮する南北約三百五十粁東西約八十粁の地震

徴。

(5) 佐世保附近より品川1宇島凶音11.天草そ通り大隅有明海に向ふ長さ約三百五十粁の地

袋帯。

深居地震帯は鹿児島南方より九州西部を貰き，日本海に延びる一線である。

以上の五大地震帯に量生する地震は，各々その地震被の地震の性質に類似貼多く，地震

の量生原因，地殻の破壊様式等比較的明瞭に匝別することが出来る様に見えるのである。

ニれ等の五大地震帯の内 (1)(2) (3)の三帯は火山特有の火山性地震，郎ち比較的地表返

しその深度十粁位の範囲内にあり，火山附近の岩泉の活動によって地殻に破壊を主歩る

もので，その群生的に輩震する航i兄.震央|滑近の震度に比して，その震域極めて狭<.又

地震費生数の増減が火山活動の消長と密接な開係がある現象等，火山附近の岩撲の活動に

原因そ有して護長する地婆殺である。 (4)(5)の地重機は前記の火山性地震帯と頗る趣を

異にして，所調構造地震と栴されて居るもので，その原因がたとへ地殻深所の火山活動力

である岩柴の作用に呉国があると考へられて居るとしても，直接地表附近で観測される火

山の活動，或は他の物理撃的現象とは外見的に関連する現象の見られない地殻深所に於け

る破壊によって生する地震の量生地帯である。

史料より見たる地震帯と地震の分類殺生状況

現今に於ける九F・1'1附近の地震併の活動を述べる前に，約記による地震の量生状況ぞ調査し
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九州地方及ぴ別府温泉地帯の地震概論

て見ォ1，1ま，今吉迄起つ丘一破壊的地聾の教は耐三十三回の少量主である。本邦に於け01長壊的

地震の敷の約一割程度のものであるが，之等の地震も前記の火山性地震，及び構造地震と

その記事からその護震機構，系統種類等の聞係ぞ見出し得る慮のものであって，濃美の大

震，三陸地震津浪，関東震災，或は但馬，奥丹め激震に匹敵し得る大地震は殆んE無h、D

H佐一回寛攻四年の温泉岳噴火島原地震には多数の死傷者を出し，其の数一高五千二百人に

及んにが，之れは地震のために起った眉山崩廃による津浪の被害が大きかったもので，地

震そのものは前記のものに比して造に規模の小さいものであったと忠はれる。之れを大地

震とすればこの地震一回位のもので他に大地震と言ふべき程の記録は無いのである。九州

地方に大地震の少ない原因は先づ第一にこの地方ω地殻に働らいて居る歪カが少ないこと

にあると息ふが，外に火山活動が考へられ，又九州基底部の地盤の強固であることにも原

因が考へられる。由来大地震は火山に極めて近い「還には起って居ないことは事貫である。

九州の大部分が火山地帯である闘係上大地震が少ないのであればその原因は火山活動によ

って地下の岩柴の活動が調節され，或は著るしく地震活動努力を設減してゐる結果にある

のではあるまいか。

第一表 九州に於ける破壊的地震表

年 f4;; 西暦 地 名 摘 要

(1 ) 天武天皇六年十二月 679 築 紫 地'~av ， 山 ~Jjv，人家倒壊多ジ

(2 ) 天武天皇十二年十月十四日 684 土佐t毎，東海I込， 
i有，酉

民屋破壊止多ジ，正地沼落，選後
温泉閉

(3) 天平十四年十月二十三日 742 大 隅 、、

(4 ) 天平十六年五月十六日 744 肥 後

(五〕 天子制嘩二年六月五日 766 大

(ii) 奇観九年五河十二百 $7 珂 蘇 阿蘇山噴火ス

(7) 正嘉一年春 1宮57 霊苦 馬

(8) 永正四年二舟八百 1507 組 後

(9 ) 天文十三年間月二十二日 1544 護 理E

(10) 天文十四年三月 1545 薩 陸軍

(11) 慶長元年間七月十二日 15~lG ，盟 後!館後図津浪同宿落死70S

(12) 慶長三年七月二十九日 l.jリパ 盟 後 え?と島陥落

(13) 寛文元年七月十日 I')(il 肥 q1i 
一一一一
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(14) :It文ご年九月十九日 1662 日向，大隅 itt家 3800，死傷多0/，樟浪

(15) 寛文十年八月十五日 1670 r:t 馬

(16) 享保十年九月二十六日 1725 長 崎

(17) 享保十年十月四日 1725 長 崎

(18) 享保十五年一月二十凶日 1730 主干 馬

(19) 明和六年七月二十八日 1769 日 向

(20) 寛政四年四月一日 1792 均 !京
源泉語〈岳噴火，死 15200，浄浪，
潰 12000

(21) 天保二年・十月十日 1831 目巴 白白 佐賀城破損

(22) 明治二十年七月二十八日 1889 熊 オえ 潰署長 239，死 20

(23) 明治二十六年九月七日 1向93 薩 匝詰 家屋倒壊ア可

(24) 明治二十七年一月四日 1894 薩 軍事

(25) 明治三十一年八月十日 1898 築 自白 家屋破損 73

(26) 明治四十二年十一月十日 1909 日 向 洋

(27) 明治四十四年六月十五日 1911 幸喜界ヶ島 会話Q422， ~波 561，死 12

(28) 大正三年一月十二日 1914 捜 島 会潰 120，死 29

(29) 大正十一年十二月八日 1922 烏 原 全治 376，'死 27

(30) 昭和六年十一月二日 1931 日 向 洋 被害~

(31) 昭和六年十二月二十一日 1931 天 草 同

(32)一 昭和六年十二月二十二日 1931 天 主主 同

(33) 昭和九年一月二十九日 1934 阿 蘇 同

以上の如く九州地方には三十教団の激震を敷へることが出来るが，此の外火山噴火に闘

する記事は多数ある。之等の地震は何れも前記の五大地震併に含まれてゐるもので，阿蘇

の活動中には阿蘇以外の地震は始んど費生そ見すち阿蘇の活動休止中に費生して居る事賓

等は，現今起りつ hある九州地震の量生模様とその軌をーにして居る。稲岡.佐賀附近の

北九州に費生した地震，叉今日起って居る此の地方の地震は火山活動の消長とl直接聞係は

見られないが，瀬戸内系火山帯の活動の衰頑と共に，地表近くの岩柴の活動も少なくなり

起震力が減退したものと想像される。その震源一般に浅く，向(1群生的に護震する傾向の

ある所から見ても火山性地震の性質は認、められる。

長崎一島原 h 天草ー大隅地方に費生した地震は，前記の大村漕と有明漕を結ぶ綿の地震

併に属するもので，その深度も三四十粁迄の規模比較的大なるものもあって構造地震に含

まるべきものであると考へられる。之の地震併は大 IF.+一年J島原半島千々石灘に起った激
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九州地方及ぴ別府温泉地帝の地震椴論

震並にその直後島原町に於て観測しfこ儀震の結果，及び近年務生して屑る大隅地方，有明潤

の地震，天草，大矢野島附近の強震等の研究からこの地震併の存花是認めたものであるの島

原地震の調査から小川博士もこの地震帯と同じ方向に一つの地質構造線のあることを認め

られて居る様であるひこの島原地震も常時淵泉岳の活動ぞ憂慮されたのであるが，火山地

震の特徴なしその深度も三十粁蝕あることが志田博士，大森博士，その他の事者によって

決定され，構造地震l二入るべきもので、あった。官時の鯨震観測の結果は第 1固の遁りで，

その震源叉前記の地震機に分布し， illlt泉火山附近にはその費生は少なかったのであるD

大正11年島原地震官余震分布刷 ~"; 

-余震 I I ブL州 l将位卓也市I:fl'-布包
~0'明

第 岡

焦
ロ本

日向洋に量生した地震は，現今量生

して居るニの附近の地震と同じく，日

向洋を南北に遁る地震帯に属するもの

司E章口二年主へF司ト. 。

随1

白 . 

• 
=半 • 

• • 
で，今日:最も活動の盛んな地震有害である。この地震帯の地震もi直接火山活動と密媛な閥係

は認められないが，その費生薄明に於である聞係が認められる様である。この日向洋，県

後水道，内海西部の地震に関しては，更に詳述すること込し，九州附近tニ稀に費生する深

居地震の費生地帯のあることぞ記して置く っ
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九州深層地震帯

ユキ:~!Iに於ける深居地震の存在が，志田博士，和蓬博士によって費見されて，地震の原因

地殻の構成に闘して新らしし・問題が提供されたのである。其の後此の種の地震の多くの貫

澄が暴けられて居るが，本手1:附近に於て最も頻穫して居る地帯は， i甫鞭附近から日本海を

通り若狭から琵琶湖附近を南東に紀州遠州洋から小笠原;方面に延ひ.る一帯である。九州地

方・に震源を有する此め種の地震の中，昭和二年以来別府で観測されたものは共の如きもの

である。

年 月 H 
手(J]iJiJJ(ミクロン)

|| 機初期綴微時動間jI 震 央 嫡要
AN AE Az 

メ

昭和四年四月十二日 -10 -1.0 -1.コ 21.7 鹿児島北方 精深層
トt

昭和1四年十月十日 +1.75 -0.75 +:.l.i;i 13.0 大分懸瀧*附近 総深層
s 

昭和1五年九月二十九円 +0.95 +0.3 +1.9 ，10.1 鹿児島南方 深月号
N 

昭和l七年一月二十一日 +1.5 +05 :>0.5 大隅海峡 深暦
トミ

昭和七年十一月十八日 +35 +2.0 +円l;) 匂 27.n 鹿児烏西海岸 深府
討

昭和入年十月二日 +10.5 +6.5 +59.0 12.7 大分県系竹悶附近 梢深.符
内

昭和九年十月二十三日 +25 +2.0 +115 1fl.7 同 上 同上

此の外鹿児島附近に精深居地震と推定きれるものが五，六回観測されたが規模小さく省

略した。

日向洋，豊後水道，内海西部地震

九州東海中に量生する地震は，何れも振動の急激な性質を有するもめで，地震の記録型

に類似動が多く，観測結果から想像して見れば，地躍の破壊様式が或一定め裂時方向ぞ持

つことが認められるo L1向洋から型後水道附近め地震は深さが三十粁乃至六十粁で，内海

西部，周防灘に費生するものは二十五粁乃至三十粁の深さであるo ~IJ府に於て観測される

日向洋の地震で， 13!後水道南部から南のものは常に北西の l二方動の初動に始まり，縦波の

娠隔が比較的大きく横波は割合に小さくmる傾向が多して第三園参照)。ニの記録者リは日向
洋に費する大部分の地震にあって，秒;IJへば昭和六年十一月二日の強震(第五闘参照〉の際も

別府で観測された数は約三十回で‘あるが，その内十二回は傾微のもので初動方向不明であ

(:170 ) 
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日向洋中部地震記録(ウヰーヘルト)

(笈動の二百倍〕 昭和1七年六月八日

日向洋北部地震記録(ウヰーへんト)

資動の二百Ifi) 昭和七年六月八日

南北動
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盟後水道南部地震言己銭

(資動の二百倍)

昭和七年六月八日
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ったが，他は悉く北西の上方動に動いて居る。豊後水遁中部南部の地震は， (第四，第六

闘参照)縦波比較的小さく横波は比較的大きく出て来る様になって来て，初動の向も押し

と引きと宇々になって居る。豊後水道北部の地震は日向洋の地震と反針に引きの初動に始

まるものが大部分である。この震波の後化の模様から想像すれば，盟後水道北部より日向

洋南部迄費生する地震は，その裂棋聖方向が北東より南西に向って居ると考へられ，盟後水

道南部から日向洋附近に量生する地震の場合は， glJ府は縦波のJレープに相常するため，横波

が比較的小さく出るもので，震源が北へ進むに随って縦波と核被の振幅の大いさの割合が

慶化して2たるものと想像されるのである。之等の地震の震波には不蓮鏑唐を遁過しずこ場合

の如き異常波は認められなかった。この裂時方向から護震機構そ想像して見れば，常に一

定の方向に向って居る割合簡軍な歪カによって地震が設坐して居ることが解る。 卸ち日

向洋地震帯は一つの地質接的構造線で，この南北の一地帯を境界として東I有の地塊が東側

は北へ.西側は南への正反射の断層的運動が進行しつ hあるか，少なくともそれによる歪

カと相似の歪力を生する様な，ある運動が進行して居るものと考へられる。要するにこの

南北の機遣線が想像され，それと約四十五度の角度をなし裂時が生じ，之れが地震の原因

となって居るものと推定されるのである。内海西部園東牟島と周防の中間附近に直径約四

十字f位の一つの地震量生地帯がある。その教は極めて少なく規模も小さく充分な研究は出

来て居ないが，之れも日向洋系と同様戎る特種の記録型ぞ持って居る〈第七，八闘参照〕。

最も簡輩な輩弦運動の如き地震波で，その深さが二十五粁から三十粁附近にある。その振

動極めて念激で別府から百粁前後の距離にあるに拘はらす，縦波の振動週期が十分の一秒

乃至十分の三秒程度の早いものである この附近の地震は常に縦波が小さく横波は比較的

大きく明らかに出る。その裂睡方向が略東西で，別府は縦波の節線附近に嘗って居るので

初動は常に小さい。この地震帯は日向洋系に入れて置いたが，その裂時の方向と，深さ，振

動週期から想像して，日向洋の断屠的運動とは別の断居運動による地震である様である。

或は三次地震，安襲地震等と関係のあるものかも知れないが，内海を境界として北側中園

方面;ま南西に南側四園方面は北東へ向って断暦的運動をして居り，それと略四十五度の角

度で東西に裂球が生じて居るものと考へられる。南日本内側系，瀬戸内系火山帯の交叉附

廷であり火山被と併せ考へて，阿蘇の過去の火山活動と結ひ‘つく所がありはしないかと考

へるが向ほ明らかでない。阿蘇火山帯，霧島火山被に沿って量生する地震は，他の火山地震

(174 ) 
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第七岡 第八岡

内海西部地震記録(ウヰーへルト) 内海西部地震記録(ウヰーへルト〕

(貧弱Jの二百倍〕昭和六年三月二十八日 (質動の百三十倍)昭和五年十月十一日

に起る地震と同様，その火山地震特有の性質を持つもので地震分布も整然とそれ等の火山

群に附随して量生し，地震の護生する範閣は大森博士の言の如く深さの約二倍で，阿蘇，

九重，鶴見，金峯山等の各火山群の地震帯は何れもその範聞が三十粁以内である。その深

さは漫閉山で観測された結果と略同一で十粁前後迄であるが，六，七粁附近のものが長も

多い。阿蘇，九重火山群の地震に就てその相互関係，震波の異常等は別府地震の項に再び

遁べるD

別府温泉地帯に於け忍火山並に地質

別府温泉地帯に量生する地震は， この地域の火山，地質と密接な聞係があるが，其の童文
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は梅めて少ないのである。別府を|徐く他の観測所で記録された別府地震の敷は数十を出で・

ない。而も規模極めて小さし普通使用されて居る地震計では初動の観測されたものは殆

んど無いと言つでも差支へない程のものである。昭和五年四月二十五日別府地方では相賞

の強震であったに拘はら歩，その震域極めて狭く有感費地方も百粁以内であった。慶長元

年閏七月と同慶長三年七月に於ける，瓜生島及び，大久光，小久光の雨傘島ぞ海中に沈め

た地震を最後として，この地帯の地震活動は終婚しにかの如き感がある。

此の地域に於ける火山並に地質航況は鈴木理事士の詳細な調査の慨略が本誌第 1!i涜に報

告されて居る。この地域の火山成生は大別して前後ご朗の活動によって形成され，第一期

火山活動によって園東半島より阿蘇に走る別府市の外廓の火山が生じ，後期の火山活動に

よって先づ高崎山(四極山)を噴出し，績いて鶴見，由布，硫黄，大卒等の噴出を見て現在

の地形を築いたものであると述べてある。その地形，岩石事上の事項は省略し，前期噴出火

LIJの成生後，後期噴出火山の成生の中間に出来て現在も明らかに見られる，別府の南墜を

南東より北西に高さ二十米乃至四十米長さ約四粁の断屠の有消iに就て研究する必要があ

る(口精参照)。此の断居の活動がこの地域に費生する地震の主なる原悶と考へられるので

ある。この断暦の成生後の断暦蓮動に闘しては，鈴木理事士は後期火111噴出後に於ても，

その活動による聖堂動が明らカ、に見られるニとを述べて居る。少なくとも第三期の終り頃に

成生された後期火山群の噴出前に出来た断屠て、あることは疑ひ無いのである。この事賓は

小川博土もその著書に述べてゐるが，断屠の受動に闘しでは何等之れに蝿れて居なし、。

fおほ鈴木理事士はこの断暦線以南の地塊上昇運動は比較的近代迄縫績して居ると推断し

て居る。この断屠線は鶴見，高|崎の雨山を結ぶ線と卒行で古iil期火山活動後に於て火山地帯

に起る地居の陥落のために出来た別府火山群の外輪山の一つの断層面とも考へられ，後期

火山の高崎，鶴見山はこの弱線に沿って噴出したものであるとも考へられる。何れにせよ

別府の淵ァ細胞まこの断層にその幹線を有し，近年この断屠に地獄，温泉の穿掘を試みて，

深さ 60米乃至 150米で成功し，泉脈の存在と地質撃的弱線であることを詮明して居る感が

ある。北部或は北西部の地獄， iffiI泉地帯には，前記の主要断層の如き歴然としたものは見

られないが，硫黄山より東西に海岸迄伸びて居るものがあり，之れに沿って;鳶，明磐，紺

屋，海，蛾輪の地獄が存在して居るD 之れに類似した泉脈或は構造線は，南部の主要断屠

線一個に比して遥かに多く，七線を童文へることが出来る。之等の事賓と現在別府に量生す

(176 ) 
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る地震は，別府の南壁の主要断屠線の方面に多く北部，北西部の地獄温泉地帯に比較的少

本い蹴態とを併せ考へることに依って，地震の原因ごと察知することが出来る様に思はれ

る。

史料より見たお別府温泉地帯の地震

この地帯の地震に闘する史料は三，四に過きfないので過去の地震活動は詳らかでなし、。

三代貫録に L貞観9年2月26日(西暦867)太宰府より言ふす，火男赫火女神豊後の圏、速見郷

鶴見山に在り，山頂に三池あり，ー池は泥水にして色青く，ー池は黒く，ー池は赤し，正

月20日其の池震動聾雷の加し俄にして臭硫黄の如く遍く圏内に満ち磐石飛買L上下無数の

石，大なるは方丈，小なるは聾の如く，蓋黒雲蒸し夜炎火織なり，砂泥零の如く童文旦に散

積す，池中元と湛泉を出せり，泉水沸騰自ら河流ぞ成し，山脚の道路往還通せ歩，温泉の

水衆流に入札魚酔死すること数千高。其震動の聾3日を経て止ま今1とある。此の噴火

は火山海裂であって熔岩の流出はなかったので-あるが，山頂の火口は潰滅し，奮爆裂火口

のみは現在地獄谷の一部として僅にその跡が認められる。叉現在別府附近の原野に見られ

る泥流と共に累積したE岩は醤時の山津浪を物語るものであるO この噴火記事には地震の

ことは見えないが，嘗然地震もあったことと思はれるのである。その後729年を経て慶長

元年閤7月12日(9日設もあり〉別府漕に起った地震は，瓜生島を海に沈め 700館大の死者ぞ

出して居る。この地震はその俸説記録から見ても明らかに現在の別府南壁の主要断層の活

動によるものであるニとを推察することが出来る様である。瓜生島の沈下は鈴木理率土も

この断屠運動の結果であると論じて居るが，最近の地震護生がこの断居の活動に依る裂時

地震である見地から見ても之れを肯定することが出来る。現在の別府濁の深さは卒均50米

位の卒坦な海底であるが，瓜生島のあったと思はれる高崎山麓の北側に於て72，3米の最深

部があるが，その長軸の方向が断居の方向と一致し，断屠の延長線に沿った儲固形の海溝

に固まれた深さ約60米の栴堆となり昔の島の名残を遺して居る。慶長三年の大久光，小久

光雨宇島の沈下も鈴木理撃士の言iまれた瓜生島沈下に取り残された断屠の獲動によって瓜

生島と同一原因の下に生じた現象で・あると言ふ推論に異議はなし、。その後約一千年今日迄

この別府附近には地震の記録がなし、Q この雨度の地震を最後としてこの主要断層の活動は

大韓に於て休止しにものの如く，地殻の安定を保って居るもの込様である。火山活動もこ
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の時代迄にその勢力を失ひ岩撲の活動も大いに誠少したものム様で、ある。瓜生島，久光半

島の沈下に開する俸説記録は数種にのI.l'J何れも信ぞ置けないが，瓜生島の記録として，

地園及びその説明文に突の如きものがある。 L慶長元年丙申閏7月11日より地震， 12日大鳴

動，申亥1)に瓜生島陥浸消失す，島中ー町十二村五神枇及び三寺院あり，戸数900有儀，人口三

千有齢，島長勝正及び庄屋幸松等は無事逃れたるも，逃れ得すして死するもの800有傑人，

此の島の大いさ東西I里南北20町周姐3里7とあるか確かではなし、。又前震記事のあるもの

に次の如き記録がある。 L慶長元年7月3日地震あり，引き績き16日17日にも大地震あり， 1 

日五度乃至十度恰も闇雲に震動し，その後閏7月となり， 4日5日に地震あり， 11，12日の未

刻になり大地震襲来，高崎山，由布山，鶴見山，謹仙山等のE石悉く落下し，就中瓜虚島

の震動激しく申刻に一時止み漸次陥落す1と。何れも俸詮より記録に残ったものであるが，

島の存在と地震のあったことは確かの様である。この地震が群舎なして輩坐する模擬は，

最近の観測に現はる h別府地方地震の量生後式と軌をーにするもので興味あることであ

る。

最近の別府温泉地帯に於け港地震分布

昭和 2年より同10年に至る九ク年聞に観測した地震の総数は約25加国であるが，この内

別府温泉地常に量生した教は733回，内有感費地震77回， 1タ・年平均3回繰で‘ある。

別府組泉地帯9年間の費麓数700蝕回の内，二百倍のクヰーへ Jレト地震計で初動を漬窪す

ることの出来たものが60回丈ある く第九園)。昭和2年同3~1三は水平動のみで‘あったため，分

布固には記入してなし、。震源の決定は地震の規模小さく他の観測所の確かな値が得られな

かったため，伊豆地漢に於ける那須博士の測定結果，阿蘇地震に於ける佐々博士の研究結

果から得られた震波建度，及び別Jf.f附近に起ったこ，三の地震に就て，各観測所の材料を

使って決定した観測結果が大韓佐々博士，那須博士の得られたものと近似のものであった

ので之等ぞ参考として決定した。那須博士は伊豆地震の観測から距離係数として，深さ 6

粁で5.6，8Hで6.3，lOffで6・6の値を求められ，佐々博士は阿蘇地震の観測から深さ 6ー7粁の

地震の場合 4.5の係童文を求められて居る。別府の地震には 5.0の係数を求めて震源の決定に

使用した。地質的関係で震波謹度は阿蘇より梢遁い様である。地震の深さの決定も只ーク

所の観測であるために正fj'(Eなものは得られないが，近地々麓であり距離も 15粁以内である
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表数回羽目別観震
生
地表一一第

~ 

(九州・I~付近ニ震源ヲ有ス)!.-地震回数)

〉とlullL 1:!:1;|:!;l;!;li|;l計
o I 5 4 

コョ記ロ
1 I 4 20 

3 I 4 9 I 2 I 5 2 

22 I 1 o I 5 I 5 20 
16 I 0 7 I 5 I 36 21 184 

4 I 3 4 I 5 I 5 8 94 

1011H日177 

12 I 1 5 

一2 I 4 22 12 

11 I 70 7 9 225 

66 96 1317 
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031.崎温泉地帯二震源ヲー有ス}~地震周態)よ

三とI~ I : I : I ~ I ~ I : I ; I : I ; I :Uji I ~ I ~~ 

(別府温泉地場ニ震源ヲ有シ有感ナル地震回数)

ÄI 月 I :I~ けには 1; 十|十|十|一一言t'
月月 月月月

昭和二年 2 

主
。。。。。。 。。 4 

昭和竺年 。 2 。。。 。。。。 8 
昭和四年 。 。。。2 。。。。。ー 2
昭和五年 2 27 。 3 。。。。。88 

一 ...._____，ー『ーーー

i昭和六年 。。。。。 。宮 。 6 
一昭和七年 。。。。。 。。。。。。

昭和ヘ年 。 8 。。。 8 。 。。。13 
昭和l九年 。。。 。。。 3 。。。 s 

一
昭和l十年 。。。。 oドL 5 。。1G-
計 5 4 8 30 4 2 13 6 6 2 2 。7干

〈日向洋ュ震源ヲ有スルモノ)

〉(|月 I: I ~ I :' 五|六[七|八 l九 -; 1 i 1 i I計I~ I IJ 月fJ月

昭和二年 O 。2 o I 1 。一一 一一昭和三年 O 。。2 。。。。
昭和l周年 0 ワ 。 o I 1 。

一一昭和寛年 1 。 o I 1 。。
一一昭和六年 O 。。 2 I 0 27 8 

昭和七年 13 。 8 8 。。 2 26 一 一 一一昭和八年 2 。。。 o I 1 。。 5 一一
昭和1九年 0 。 。 。。。 1-; 一一
昭和l十年 0 。。。 o I 0 。
Nj- I 16 3 5 8 2 4 30 7 96 

C 1BO) 



九州地方及ぴ別府i恩泉地惜の地震概論

(阿蘇附近ェ震源ヲ有スルモノ)

PL] 

下Liiili )J n 五 I:'; I七|八 I:~ I -)'; -/'; ;i )j I )J I )) I J] I /J I )J I )J I IJ I 。。
一一一

日百羽l三年 o I 0 I 0 10 10 

日目和WgJpl 15 I 0 i 0 1 17 
一一一

2 B 

。 3 I 
。。
。
~ 。
-11計4 。

10 13 

(内海西部ユ震源ヲ有スルモノ〕

¥fi--l!l ilJl:!?!:l;171;:!::lJillli計

調子三間下回41fi
信|よI~ト十(十[十1-:ト十三!÷七千i-hfJ

些±同出回ボ主主ト主l干己主(当主011101010101010!11!01  

(限後水道ニ民ィ}~!ヲイ1 スルモノ)

二丈I~ I ~ I : I引っ七|八|九 I-;ドリ|月 η. 月月月 )J I JJ I JJ I J] I )J I J] I )J 

唖二引でよγよ|よ|よ_1_1_0_1_0_1_-_0_ 
昭和1:_Jr. 0 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0二日一o1_01111111101010111010_5_1
昭和l五if-I 0 1 0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 1 0 1. 0 1 2 
一 一一一一一一一一一一 一

昭和l七年 o ! 0 I 2 I 1 I 1 I 1 I 4 I 1 I 1 I 1 I 1 I 1 I 14 
昭和八針 。oコす8コ|一1一一0一 o I 0 I 0 一1一一0一 6 
H百羽l九年 o I 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 0 1 1 1 0 1 0 1 1 1 2 1 11 
昭和計l十年1| 6 0 2 1 0 1 1 0 2 8 
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第九岡 別府調泉地帯地震分布問

0 初動押シ ・1;1]動引キ

地質構主主総(臨暦〉 一一一 一 節 til

ため射tH角を求めて決定しfニもので大なるま誌は無いと考へる。分イlil吋に(第九闘)示しであ

る如くその分布航態は，北trに比較的少なく南部l二多し、心地泉地帯外は地震の趨生殆んど

なく，費生分布院域は直符ー15粁の範固に止.ま()，他の火山群の護震回域の中間或は園東半

島，南部大分カa而lこは始んと地震の殻生ぞ見なし、。印lちこめ分布航態から見ても此の種の

地震は)}IJI荷火山群特有の局部地震椴に費生するものであることが解る。これ等の地震の内，

比較的大判、ものは前記主要断層|附近に集まって居り，殊にこの断暦の南側前期噴出火山

小鹿山姥|榊近に干f-i断層と千行に稜震して居る傾向が見られるふつまれこの Ji而に火LlJ活動

的原動力であるれ棋の中心勢力があ乙ものと考へられるのである。この事貰は，この断屠

が向Li徐々ではあるが活動して居ることを示すもものであり，若しこの断屠を横切って水

準及び三角測量が繰り返されるならば何等かの動きが量的に見出fごされるものと考へる。
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地震々 j原の深度分布

第卜陶l

地震深度分布
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初動の観測された60問の地震の前記のケ法に依

って決定した深さの分布は第卜闘の如舎もので，

K悦 初期微動の極めて甥かし、治んど存に近いものは地表

I~ ，t近の地震であらうが，南部主要断層附近のものは

4'ffから8・nの深さが最も多し、ι 昭和5年4月25日の地

震群の中で三つの主要地震は 4.:'ifT， 5.5粁， 6.5粁の

深さに護震し，その他の除雲.!lX;は群生地震は 6粁か

ら7ft仏深さに最も多く護震して居る(第十闘参

照)0 ~の二つの主要地震の深 3 が約 1 粁づゐ深く

ごたぎ突き‘に護震して居る現象も興味あることと思

はれる。ぺきに述べる酵生地震の場合に於てその地

震群の主要地震は略同仁保な深3に費生する傾向も

見られるのであるO

別府温泉地帯の群生地震

この地域σ〉地震殺生の特徴として長も著らしし、現象I立群生的に費生することであろο

の現象は火LII'I空地長の通有性であるが， 1日乃至3日t.'[に疋って群生的に護生すろ iJ0)でd，

る♀}JIJ府地震七百除問の!付群生地震の部に属すべきものが五百四(第三表)であっfニコーの

群生地i主的資震する時期の週明或は地震個々の遡期等以可成。不規則であるが幾分季節的

の増減が見られる心みで， l'毘 ~Í'á芳 lH量 ， t阻度， i側iタ，気象要素等とめ聞係は地震観;p.リ数の

少ないためかあまり明瞭に現はれて来なかった。

斯の如くその童文は到って少ないのであるが，略同じ、程度οノ地震が績いて，前震とも除震

とも判別し難いものであるが，昭和 5_{ド4月25日から30IJ 1'1宅5月4日迄績レた群生地震の

場合は， 25日の三回の強震の外に有感十七回の除震とも見られるが， この三回の強震の起

る前に，前震と見るべきものが十四回費生して居'l，三回の強震も同群=度のもので群生地
(183 ) 
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第 三: 去 別府附近群生地震表

地震後 ~t JilJ 問

ー月二十九日~三十H

三月七日

三月十六日

五IJ六B-七円

問月二十三H-二:十PHi

ナヨ/

一月六日~入問

問wて十五日~三十日

.li.1J三十』ー日

十二月ご 十八日-寸・九円

二月三日-pqH 

三JI二十 ー日

開月十七円~十九日

六月:'.-I-ii.日~三十九日

七月七日

二月卜五日~十六円

六月九日~卜H

七月十日

九月間日

ニn十七日
三月 一日~ご日

三月二十日

六月二十日

入Jl-:ー十牟日~一;十ご円

八月 ー|判日

八月 卜六日

i地震叫 円竺最多問ぴ七日
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震の傾向があった。その傑震減衰塁手は一般の地震の俄震の場合と同様の減少を示して居る

のであって， 29日以後の地震は全く 25，6耐EIの除震に外ならなu、。この観測はウヰーへ Jレ

ト二百俗の観測結果であるが，大正15"1ごから 3ク年僻志間博士の考案製作された五高僚の

(. l ，~-!) 



九州地方及び}jlJ府温泉地帯の地震概論

短週明微動計(自己振動週間0.6砂〉を倍率五千倍にして観測を行った。l勾JI.t第十一闘参照〉其

の結果普通の微動計ーには記録し得ない振幅 0.21.ク ロン躍度の極めて微小な地震が多敷設

生することが知れ仁。大正15年11月6日， 7日， 8日にはこの種の微震が l日200凹に及んに

ことがある。昭和2年3月7日から15日迄の聞にクヰーへ Jレト地震計で・観iJllJの出来た童文は7日

第十一イ週 別府微震及び倣!liIJA己主主(五千(批豆担籾徴動計)
(変動乃五:千[自) 昭和1三年"日月二十四日 1分=21.5糎

↓タイム ↓タイム 同上 昭和二年一月三十日 " < 

五回， 1:')11 ぺ回， 計七 r~~1 て・あっfこが， _ij.千11to)微動計では 7日十八凹，8日|ーへ|耳1，リH

内;問， !(川{り)日 !トa一F阿tlし，I日5口九rp阿同寸lト4仙;

地震の如去微小1な与与υ:1士地山震而而j~も' 併手μl : ifA出的11η!円~)Iにこ琵弁然〈するi阿頃附1I向1，何'Jのあるものlは立か A る高倍率の鋭敏な器械

のiRIJ';主に 依らなければ良い結果は 1~J ()れなし J1tUj<<[υ)鋭敏な器械を使用して観illiJさオLt:_

阿蘇火!lIU)微動に閲する {乍々博.1:ω版文があって火111出動ω消長と微動に闘する釘往な飢

( 1>:<.; ) 
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別府地震記録 pヰーへルト〕
(賞動の百九十(Ei) 昭和五年四月十三日

究会費去されて居る。群生地震の現象は火11(-般の特性であるが，九重火山帯にも同様の

現象がある。最近数年聞は人躍に感する程度の地震は始んどなかったが，昭和10年3月6日

から I!H:I迄群生地震ω瑳生t.t'見に この地震は別府に於て有感五回， ~.民感費問十三回を観

測 した。震央附5!i:では相蛍多くυJ藤生そ見fこことと忠はれるが 別府に於ては， 6日三回，

7日l.rJl_I，8 U 十二伊1. 9 U -. ffll， 18 1I同，19EL:十1iJ.1， ，illJ1，H・八n!1観測さオLtこo fDjれも

略同斡!隻りもυJTi架さも比較的浅いlH'生的に護震したものであるが詳述は省く。

別府地震の殺震機構

ニ ω地域U)上自民 U)的t ;WJ結果から地震Uノ ~/~:機構ごと想像して比ゐ 。 別的地震ω原因は官製

(HW) 



九州地方:&..び別府温泉地併の地震概論

の活動作用に依るとしても，地袋計制測に依る縦波初動の押しと引きは，其の分布闘に見

る如く可成り規則正しし、配利を見せて居る。その内横波の初'JYVJも明瞭に観測された地震に

就て志田博 1:の説明された裂崎地安Uノ場合，裂時が黍直面|付にある場合に相賞するものと

偲りに考へて裂婚のlJ向を出して見ると大韓東西に向き，別府砕j壁を遣る主要断層線に約

四十五度のi頃きぞ持って配利して居ることが解る。この事貫はニの主要断管そ境として，

南北雨側の地塊が異なる方向へ然も各々一定ω心向へのみ徐々に動く様な地獲が進行して

居ることを物語るものであるふ又fJJlltIJL引き いノ地震が数多く分布して居ること h それ等

の横波初動方向も大睦縦肢のわJ易IrlJ向に近いもののあることから，品:し裂輔が黍直面とあ

る角度を持って1船、て居る面内に起るものと考へるならば，主要断屠線を境として其の北

~~卜ー三岡 別府地 震 記録 (ウヰー へんト)
(賓勤の白九十{合J 昭和五年四月二 十五日

( 1!:l7 ) 
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第十四l組
別府地 震記録 (ウヰーへルト)
f貸動の百九十倍〉 昭和五年四月二十五日

側では1、・へ南側jでは上への動きが進行して居るとも考へられるのであってこの観測結果は

この主要断層成生官時の地壊が慶長元年の地震瓜生島沈下首時と同様に現今向ほ同一方向

に進行して居ること守物語るもので甚古興味ある事貰である。

向(l-':}v考へを進めるならばタこの主要断腸の北側， rwち別)-Ui胤泉地併のiた|燥地挫の;並

行に依つ丈j祖泉のj阻度が，少なくともその一部か維持され， i胤jjU二依って地 fから運び去

られる固形物(年約二千噸)の減少によってこの沈降地建冬促準させるに役立つものとも考

へられる。別府地震の型式印ち遡期の傾めてj劃、振動脈r~，震源の浅い事貰，その群生的

lこ設援する模係等は寝呉国(第 l'二，十三 十四局Dを参照せられ度い。

地震と温泉との関係

‘ 地主主と(~~ '~jlp比は地ド水との闘係に就ては今 13 迄多くの研究がある Q これは可成り古くか

ら d なされじ庇るも ωで天武反"，\.J~;I'.O)四岡|卒iYl!拘 '1'( こ迎った地自 (!)Il.'fI二(よ{列強の:道後i胤

(11;8 ) 



九州地方及び別府温泉地検の地震概論

泉の閉止があり，弘化四年の善光寺地震には草津湖泉の漉度が低下して居り，最近では聞東

地震前に熱栴，伊

豆山の漉泉に異

常を来して居る。

昭和6年伊豆地震 宋

の費生前後に於7て ユ

も熱海，伊東等の

温泉に盤調を示L
。

第十五|剖

192マ

x 

て居ることが報告

されて居る。地震

の場合祖泉地下水

に幾化のあり得る

ことは嘗然のこと

で，若し之れが地

震前に現lまれにな

らば地震の譲知に

之，，-、~ 9 2目
、

t 

。
1 

。

も役立つものであ 宋

る。この事賞を別 ユ

府組泉の場合じも

i主意して観測を行

って見たのである

が，昭和2年以来の

観測の結果顕著な

地震が無かった込

めかそれ等の闘係

ぞ明瞭に見出すこ

とは出来なカ、った

(第十五ー闘参照)。

。
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。

ユ
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或はi祖泉の過度，

7}(位湧出量に多少

の質化があったと

しても精密な器械

測定をしなかった

ゐめに注意されな

かったのかも知れ

ない。昭和5年4月

25日， 6日の地震

は別府地方では局部的乍ら強震棋度ω地安であったがその前後のi胤J誌の水位， i'阻度，湧出

品

了、 貞 犬

第十五岡繍き
家 ;tJ隆

叫.J ..1 

"，S2 

4 ，5。
一
悼S

.3創
→:=-.11 、、

1.- a 
1933 

1> " 主

。
一月

。別府
2，-ー

孫a日， l'向自司白三暑斗') 車道

ヨ&

T、子¥ ~ヘ\
。

量等，常に起って居る後化以外には特別の撃を化は認められなかった。昭和 6年11月2日の

強震(日向洋)の際も同様で地獄地僻にも影響は認められなかった。別府地泉は大部分人工

的に穿制した制抜井戸式のi阻泉であるが，品「カ、ら自然湧出をして居る湧出口も十童文クある。

この人工穿効iに依る湧出口は普通10米から200米蝕迄のものでその口保約6糎許りである。

その湧出口の生命は普通15年間1，/.ωものである。この渦J誌の物理的或は化撃的諸費化は前

焼に詳述されて居るが，之等の幾fヒと地震との聞に何等カ、の関係があると断定の出来る事

貨は始んど認められなし、G 地泉の7}(ii'r..湧出量， ir.L度，化製成分の含有量或は電気俸導度
等の相互閥係は極めて明瞭なるものがある。之等の諸量は気象要素と潮汐の撃を化に依って

長も支配されてゐるが，この気象要素の内民も影響のあるものは気!眠気湘，降水Iで，

就中湯出量， i且皮の替差化は|海7}(:l:0)幾化に支配されて居るふ潮汐の影響は慨して海岸に近

くなるに随って大きいが， i釘停から 1粁離れに慮で1ま長平その影響は微少である。若し地

震と気象要素，潮汐との関係があるとすれば地泉と的関係もあってよい筈であるが，別府

i枇近の地震，及び他の近地地震に就て潮汐とω闘派令調査して見たが数が少ないためカ、影

響があまり無いのか際然と u二ijlf取ら記、め らhなかっfニo}}IJI{.f樽のi掛タの掛化は大潮の時

で2米齢である ν 地震計の出Hけである研究所(;l:;'f，j;僚か h約 2粁離れた海抜70米の場所に

ある。ウヰーへ Jレト地震計の傾斜感度よi(J度の 1.ft!;b~ ，ic級紙のJ :でが'j :m托ーの礎化告示す鋭

敏なものであるか，潮汐の}二j誠に依~.)て受けるI出艇の傾斜は約 q屯で角度の 100分0)3秒

斜皮のも0)であるυ 京将fl1:資p克TiWJ'，と3れに，ιIII↑事 lーの， i胡J少に1氏るt也縦0)傾斜lよ100分

-
F
 
l
 



九州地方及ぴ月IJ府温泉地検の地震椴諭

まの2秒程度のものであるが， i海毎片岸去にある2別lリl府市の値としてはdあうまり火iき苦いものでで、あるとlは

=考孝へられなb、、。むしろ地盤カ

干満によつて加へられる地盤の歴カの哲雛を化は地盤の破壊にlはま大して役Jよ:つて居なしい、ものと

考へらオれLる。叉別}府街の地震がi梅毎に少なくi海毎岸カか、ら 2粁以上も南雌世れて蛍震することや，I:'W

断眉線が海岸と卒行に無く，断層運動を助勢せしむるのに長も都合の惑い東西uJ)nh，にあ
ることも潮汐の影響の少ない原因になって居ると考へられる。

別府温泉地帯と阿蘇山の活動

阿蘇に於ける火山活動と地震の閥係に就ては佐々博-上の詳細な研究があることは前に述

べて置いfこが3 一般に火山活動と地襲ii5'動とは常にその一致を見て居るコ併し之の現象は

その火山帯附近の局部的のもので，之れが他の火山帯，或は地震併の活動と如何なる閥係

にあるか明に解つτ居るものは少な~ .。

最近の阿蘇山の活動期は失表の遁りであるが之等の活動中には阿蘇附近の地震も非常に

阿蘇山の活動期 多く費生して居る。昭和 3年末カ、らの大活動の時に

nfHn二年間 11-λ 月 は，阿蘇北小園地方に多数費生し2月迄は殊に多カ、

った。熊本測候所の観測した地震童文は 1月丈で八十

目白羽l三年十二H-昭和問年十一月

昭和l七年十二月 -u~Hn八年八 Jj

昭和1十年 三 月~十一月
固に及んで居る。昭和7年末から8年に7正つての大活

動の時の地震も極めτ多く佐々博土の報文に詳しく設明されてある通りである。二の活動

期間と別府地震及び日向洋地震の量生時期に就て調査して見ると可成り面白い現象が見ら

れるのである。この活動期間中は別府地方には地震らしい地震は始んど費生して居なし~

昭和5年， 6年は阿蘇の最も卒静な沈鰍航態にあった時であるが，昭和5年4月は別府地方は

十最年の聞に於て最も地震の護生した月であり，父この5壬F.(ま厳も群生地震の多く費生し

た年である。昭和 6年11月は日向ilの強震が叢生して居る。且之等の地震は何れも阿蘇の

活動の衰へた時であり，向ほ昭和2年めl月圭9年の7月とに各々十九@O)群生地震があった

が，この時期も阿蘇ω活動の微弱であった時期に相賞して居る。この事貰を両iiにiliべfこ九

州地震史料と阿蘇の噴火史料に就て調査して見ると JL1'1'1I1付近に量生した地震は阿蘇Oノ地農

を除いて殆ん左阿蘇のilq-動の弱い， 噴火記録ω見えない年に州賞して居るο 阿蘇の噴火両日

錬を調べて見ると有U)如きもωである品 〈数字11jI可暦紀ノU.わj;す j

(1リ1) 
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553， 756， 825， 40， 64-67， "1230? 39-40， 1265ー 74，81-86， 1305， 24， 31-35， 41-43， 

75-77， 87， 1434-38， 73， 85-86， 1505-06， 22， 33， 42， 58-64， 78-76， 82-87， 92， 

98-99， 1613， 20， 31， 37， 49， 68， 75， 83， 91， 1708-09， 64-65， 72-80， ".81-88 1804， 

14-15， 26-'30， 54， 72， 84， 94， 1906， 10ー 16，18 

九州地方に起る地震特に別府， 日向洋の地震と阿蘇の活-動との闘係は観測された地震数

少なし未だ資料不 1-分であるが，前記の如き関係が成立するならば，前に述べた火山地

棋の地 1;に於ける岩泉の活動が康範固にT;fって移動|全ぞ持つものと考へられるが未?ご充分

の研究を行って居ないので前記の闘係会指摘して置くに止める。

別府に於て観測されお震波の異常に就て

別府に於て観測された近地々底的記録寓呉を前に掲け♂て置いたが，阿蘇地震以外にも阿

蘇地震記録に見える5砂乃歪8秒伎の週明を含んで居る記録が現はれることがある(第十六

岡参照)。 別府の北， 束， j.朽の;ゲに震源を持つ地震i1主にはこの週明の記録は現はれて来な

い。阿蘇， )L重火山群，天草方面の地震に限って縦波と始んど同時に現はれて来るのであ

る。此の振動の成生の機構に闘してはが]ほ今後の研究に待たねば不明てJあるが， }jIJ府と熊

本を結ぶ綿と，別府と八代冶結ぶ線の間，阿蘇火山帯に沿って約二十度内の地併に設する

地震にのみ現はれて:>kる。殊に阿蘇，九重火山併の地震に著るしく極めて微小な地震にも

この}反動会含んで居る。地震の設震の年代及ひ農度の異なるに拘は らす， ニの長波のJ振反動

第←十l十.
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九州地方及び})Ij府j見込地帯の地震概論

第十六回線さ up.利八年四月 十五11

担量二二云三E 苧主三三二二i
二三二二二二二二→二二ご二二三I!Iごご二土二ι一一一1

戸三三 手±三|
週期費化の様式か全く類似して居る。 i:1汁ブ王国参照〕 向(j注意すべきは， 別府地方の地震

を阿蘇火山研究所で，同-:1'1の地震計で記録したものは柏週期が甥かく 4，5秒のものであ

るか，その全髄としての振動機式か同一道程ぞ通った阿蘇地震の~IJ府に於ける記録とよく

似て居ることである。この事質よりこの特種の長波は昨カ、にその震波経過の道程によって

成生されにものと考ふべきである様である。カ、ミる現象t{;'成生する様な地殻構造をoY(;定す

る鴛にはが，ìLf之れ丈の事賓では材料不足である 1故に今こゐ で翠:者の見込み在者くことをj~~

控へる。

血の池地獄の活動反び志高池のj固渇に就て

別府iR泉地併の北東部組川の西方iH岸よ() -千じ百米の距離にJ(Llの池地獄がある。自然

血ノ池地獄の活動

均三 )J |呼山
Ci1tl) 

明治 8年 9月 70 

明治13年 7月 ! 5-1 

明治21年 8月 20 

明治27年 9JJ 20 

明治38年 8月 " 
りJ?合4.1皇子付 JJ

大正 1年 9JJ ヨ11

t日

.，ヶ月

1ヶ月

日ヶ JJ

1ヶJI

1ヶ月

20R 

の噴湯池で深さ約3D米，面積約一千平方米の成

3であるが，時に池湯の大噴出がある。この地

獄のi，f，'動とその週明を調査して地震の誕生時期

との聞係を調べて見fこが，その開係は午IJ然しな

かつ仁。

昭和 2年9月2日午後爆賞して30米除の大噴

出をしたが， 地震計には何等の記録も無く，そ

の前後に於ても地震の護生はなかった。血の

H百羽11年12TJ .， 1ヶ月

IIfj和12均三9)J 1コ 1ヶ月

池地獄の活動iま尖去の如きものであるが，その

週朋はあまり明 6カ、に見えなし、。只幾分季節的

附係がある械で夏期に多く噴出を見て居る。
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之等の活動も地震の観測がないので明らかでないが， この附近に高傍容の微動計ぞ据へ付

けて観測して見れは何等カ、の愛動が見られるのかも知れなし、。昭和9if3月別府市郊外小鹿

山にある志高の池がj岡渇じて池底に電裂を主じ別府市蛍局，市民を驚かした現象があった。

この池は今日迄制渇しfニ例が無いと言はれて居るので， ーで時心配されたものであるが調査

の結果何等異常現象による念激な幾化に依ったもので1まなカ、つにoその調査結果ぞ記して

置く。

池は別府の砕i西4粁の海抜540米小鹿山の南側にある周国約2000米の池である。池の成生時

代は不明である。昭和9~1三4月 12 日午後測定した時には，池7)((ま全く澗渇して無数の亀裂を

'*-じ理主百の魚類が艶死して居 'J，靴で歩行すると一二寸泥が沈下する程であった。池底は

11':!B.で岩石，小石等の千1-在無く，池底の泥

オ:(ま黒灰色で多少粘土質を椴びて居fこ。池

の中央部数個所4並行棒で突き差して池底の

士.質を調べて見fこが線、て2米乃至2米学の深

3で梢闘い暦に蓮し途中持石を交へて居る

様な傾向は無カ、った。竹棒で穴ぞ掘って見

ると約 1:米下は完全に水をi甚へて居るニと

が解った。地中淵度t{'測定して，5JIJ府研究所

の地rl'i限度と比較して見れば扶:表の刻1<梢

イ尽くなって居fこが， 之れは高さの関係、で低

かったもので何等の呉.常なく i也底童文個所の

i胤度も皆同_._で、あった。

τ" a也、 IHJ f也 liff ザE ，-.rr 

イt i昆

池底泥t毘

地中irut皮 (1米J

fi;j (古米)

C 

17..1 

15.1-1 

11 

11，6 

布1 ia 

地中ir.lJ.l(0 ;j ;10 

!日l (1米)

/，;J ヨ米j

0 

19 S 

147 

lj.;j 

12 ;j 

第十七岡 志、高池zp:両見取闘

牟事、

世r晶圃

早恥晶

ユ却に

イ‘下-1<.... 

あ~量・4広

観測の結果池底の形月九地中瀧度等

異常は認め難く，i岡i品の原因は昭和 8

年後学j明の降水量の'広ー少に依る自然現

象で， 軍に池水が:;r-':7](而より約3米，

池底より l米の低下を見fこのみであっ

ナこ。向ほ山林監観人，附近鳥居村人の

諮る所l二依れば昭和8年12月頃より次第に減水して 1月には既に1，2尺の水位となり， 3月

(194 ) 



九州地方及び別府組泉地帯の地震織論

2011頃i岡渇してそた第に埴裂を生す、るに至ったものであるとの事であった。只今11迄i同i品の

例が無かったとの事質から近年附近ー併に槌林された松林が水源保護に役立って居るや否

やと言ふ問題が残るが未fごこの問題に関して記すべき材料が無し、ρ

別府の脈動

別府の脈動は昭和 2年以来観測を績けて来て居るが，その性質原閃等に闘しては未に研

究中である。近年脈動の研究が可成り多くなって居り，そのj--地の地質事的構造，地盤の

振動性能及び堅さ等他の土地との比較にもなるので耳1)f{，fI二於て開測を行った結果ケ資料に

載せて置いた。その統計表をニミに示して参考とする。

第十代岡

脈到J週間の後生同数
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一二L 三官.2L六七九 九十土土
月月用月月月月月月月月瓦

結 尾

この論説は時1)府に於ける地震観測から得fこ材料を基礎として述べたものであるが，紙数

の都合J:その資料の記事ケ大部分省略したので;まに満fこない所が多し、。他日改めて別府の

脈動の研究その他二三の項目に闘し補足を加へること込してき令そおく。終りに種々御助言

を頂いに佐ゥ博士に深謝の意を表す。
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昭和二年 23 20 

昭和三年 26 22 

昭和四年 19 24 

昭和五年 13 20 

Rg干11プミ{r 24 23 

昭和l七年 13 25 

昭和l入年 30 27 

昭和l九.f[ 22 18 

昭和i-.f[123 18 

計 1193 197 

d史、
-<. 貞 夫

脈動費生日数表

PLJ 

-~ ;;I-~ 
ノL

:~ I -:1，1: I ~i I計JJ 

17 I 12 10 7 2 14 24 15 21 

「宣19 1 13 10 13 14 22 19 23 22 22 

25 1 15 11 4 13 9 11 20 10 20 
一一
19 14 6 6 8 9 11 18 17 18 1.59 

19 16 10 6 12 11 14 17 21 19 1 192 

22 14 12 9 4 20 15 6 13 23 176 

30 22 20 17 ‘12 6 14 16 16 20 230 

23 15 7 8 9 7 15 15 13 25 177 

25 16 8 12 1 10 12 26 11 25 27 空10

199 134 93 110 149 141 158 201 1732 

j服動振幅表 (:jR隔ノ利)単位ミクロン

"-~I'-n ， I 斗五旦到出1己E喧主gLJ」君剖J i む| 八 | 九 1: I 十| 士1 11'- '.1 IJ I IJ I Il I Jl I IJ I H I IJ 月月月 IJ 一IJ 計
附剰1年一間D 一12.2!一0一61一!旦2281β5 |一51.61一33.7!一59.6一91.7456.4 

刷 l 作1竺 !E主iji MZニ旦 !1 12 主|旦旦L E 
自:IIDLIJJô I~竺 」三占~I_~_!.:~_ _!_~ニ~I~主!__!2J_I_E主回O.土
昭和五年 23.2 1~1~1~1_21_1 11.2' 27.3 I 30:1T 1 9.2 1--';7:0"136.;-136.31370.1 
昭和l六年五工 397 367121311ZZZ五 ziZ7可すEI32.51 221.2 
仰 l，-tJt'.15.9圭12LI23.8it!?14山 24113.11 9.0145.362リ 9.8
11開 l八年」笠 59土i35之 1~'~: " ' 11.8 !-32.8 l' 3~二三I~ニ!_I~竺 ω.6
1I!{fIl)L年 33う M 140111631100|14876n013371374!町制 294.0

11型1土生_J_l_:6_1~1 37主I~ 20.0 _6.5 I主336主.1114344土.3』 21旦2 ニ三 ω
言1- 1438.21414.4 [380.61234.91153.71126.1 117.9 :336.1 i 344.3 i 33~.-;- 1 350.51427.2 

脈動週明 J乙 (21、だ'J)

?メ1UU訂?1:;1;iL;1;l;|;!;iz

韮引ZJ55J品ffl三日
盟主三呈I~ニ~I~とI~i~ニ~I ~:~i_ 3.6 3.9 i 4.0 I 4.5 I 3.1 I 3.0 I 3.3 I 3.5 
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